
 

 

 

 

 

 
１０月に入った途端、急に気温も下がり、めっきり秋本番を感じるような気候になってまいりました。 

先日は、何とか運動会日和の中、本校の運動会も無事に終えることができました。児童のみなさん、一生懸命に最後ま

でよく頑張りましたね。勝敗はどうであれ、力を出し切った後は満足感が残り気持ちがいいと思います。 

ところで、２学期も運動会が終わり折り返し地点となりましたが、児童のみなさん、４月にお願いした「進んで…」の

挑戦はできていますか？「まだ」という人は、３つのうち、「進んで、あいさつや感謝のことばを伝えよう」だけでも実行

してください。何か一つでも行動をしていかないと同じ毎日を過ごすだけで成長はありません。最近、朝、児童のみなさ

んの方から先に「おはようございます！」と挨拶してくれる子が増えてきました。そんな時、校長先生も校門で立ってい

て良かったと感じます。私はその言葉を聞いて気持ちよく感じ、その言葉がその日一日のエネルギーになります。 

昔、私が中学校の教師をしていた頃、ある地域の方と雑談をした際に、「教師であれば、生徒に話す時は『生きること

ば』を使って指導してあげてください。」と言われたことがありました。まだ三十過ぎの年齢の時でしたが妙にその言葉

が心に浸透し、「担任である以上、言葉が子どもの心に残り、その言葉がその子の中で生きるような話をしよう」と思っ

たことを思い出します。自身の発する「ことば」一つが相手の自己肯定感を左右します。挨拶は心に残るといった次元の

ものではありませんが、相手が気持ちよくなるという意味では、相手に対しての『生きることば』に値するのではないか

と思います。短い挨拶のことばが人とのつながりを築き、その一言から新たな会話ができれば関係はもっと広がっていく

と思うのです。それは、児童・教職員・保護者・地域の間でも大切にしなければいけないことです。挨拶から始まり、「生

きることば」が行き交う学校環境を目指したいと思います。 

お話が違う方向へ飛んでしまいましたが、最後に、運動会では保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、お忙しい

中最後までご観覧いただきまして誠にありがとうございました。また、PTA の役員の方々には、朝早くから集合いただ

き、お手伝いしていただきましたことを厚く御礼申し上げます。さらに、後片付けの際も、役員の方だけでなく、他の保

護者の方々もお手伝いいただき本当にありがとうございました。この場をお借りしまして厚く御礼申し上げます。 

また、来る２８日（土）には、４年ぶりに「わさっ子育友会まつり」が開催されます。そちらも是非お手伝いいただけ

ますようお願い申し上げます。 

 

★２年生「マクドナルド和佐小店」オープンして大盛況！ 
 和佐小学校に、期間限定のマクドナルド店が9/19（火）～10/2（月）の期間でオープ

ンしました。お客様は、和佐幼稚園から本校の低学年から高学年まで幅広い層の来客があ

り、店内は大賑わい。廊下に行列ができている状況で、店員さんたちは整理券を配ったり、

時間帯を設けて入場制限をするなど、子ども達だけで色々と対策を考えてやっていました。

この催しも子ども達が「やりたい！」と言い出し、子ども主体で活動していました。前回

の和佐だよりで、幼小連携の取組のお話をしましたが、このような活動をすることで、幼

稚園児も小学校に対する抵抗もなくなり、きっと「小学校って楽しそう！」と思ってくれ

ると思います。また、２年生の活動に高学年の子たちまで参加してくれることで、低学年の子供たちも達成感と自己肯定感を上げるこ

とができたと思います。幼稚園教育では、興味関心のある遊びを通して園児の主体的な学びの姿勢を育てています。この考えは小学校

でも同様で、生活科や総合的な学習の時間においても、先ずは子供たちの興味・関心から端を発し、主体的な学びの構築を図りつつ課題

に向き合う学習を進めています。つまり、幼稚園、小学校ともに育てたい力においては目指すものが同じであるといえます。本校では、

この生活科・総合的な学習の時間を研究教科として授業研究を行い、これらの教科で児童の「主体的な学び」の姿勢を培い、他教科にお

いてもその姿勢をもって学力向上を目指しています。OECD（経済協力開発機構）の教育局長「アンドレアス・シュライヒャー氏」によ

ると、「過去１５年の日本の学力向上は、総合的な学習の成果だと考えると説明がつく」（H２９年読売新聞）とまで語っています。「総

合的な学習の時間で培った主体的な学びの力が、延いては他教科における読解力・数学的科学的思考能力を高めることにつながる」と

いう見解も示されています。このような分析も踏まえつつ、今後も本校では、子どもの「進んで…」という主体性を少しずつでも伸ばし

ながら、子どもの自信・やる気を学力向上へと繋いでいこうと思いますので、ご家庭でのお子さんへの応援、学校へのご理解ご協力をよ

ろしくお願い致します。 
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『生きることば』を使い、互いの関係を育みましょう！！ 



 


